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■人材育成にかける想い 
 

鈴木：本日はお忙しい中お集まり頂きましてあり

がとうございました。独立行政法人情報処理推進

機構(ＩＰＡ)ＩＴスキル標準センターでは平成１

５年１２月にＩＴアーキテクト、平成１６年４月、

５月にはプロジェクトマネジメントとアプリケー

ションスペシャリストと３職種のプロフェッショ

ナル・コミュニティ委員会を立ち上げました。こ

れは本日のテーマであるＩＴプロフェッショナル

の育成ということに関しまして、実際にその道の

プロフェッショナルが様々なアドバイスを与え、

多種多様なプログラムを実施することによって人

材を育成していかなければならない、という観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
より昨年からプロフェッショナル・コミュニティ

委員会を立ち上げています。本日はこの３つのプ

ロフェッショナル・コミュニティ委員会の代表と

してお越し頂いておりますが、まずみなさまの自

己紹介と、各委員会で人材育成に関してどの様な

活動が行われているかお聞きしたいと思います。

またＩＴＳＳユーザー協会の高橋専務理事にもお

越し頂いておりますが、高橋様におかれましては

ＩＴＳＳユーザー協会が人材育成についてどのよ

うな取り組みをしているかお話頂ければと思いま

す。では高橋様からお願いできますでしょうか。 

 

ＩＴプロフェッショナル育成と 

ＩＴスキル標準の活用方法 

について考える

～ＩＴスキル標準センター特別企画 パネルディスカッション～ 

２００２年１２月にＩＴスキル標準が経済産業省より発表されて以来、ＩＴスキル標準はＩＴ人材育成の指

標として注目を浴びている。しかしながらＩＴスキル標準を十分に活用し人材を育成するにはまだまだ

課題が山積されている。今回は独立行政法人情報処理推進機構ＩＴスキル標準センターが運営する３

つのプロフェッショナル・コミュニティの代表者に、非営利活動法人ＩＴＳＳユーザー協会高橋専務理事

を加え、ＩＴプロフェッショナルの育成とＩＴスキル標準の活用方法についてパネルディスカッションを行っ

た。※これは平成１６年１０月１日に行われた情報化月間記念特別行事ＩＴスキル標準シンポジウムにおけるパネルディスカッションを基に再構成されたものです 

＜参加者紹介＞（五十音順、敬称略） 

向後 忠明 
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高橋：ＩＴＳＳユーザー協会の高橋と申します。

どうぞ宜しくお願いします。ＩＴＳＳユーザー協

会は平成１５年１２月に５１会員にてスタートし

ました。現在は会員数が１３０会員まで増加して

います。この増加の傾向を見てもスキル標準を実

際に使うにはどう考えればいいのか、ということ

を真剣に考えている方が増えてきたからだと思っ

ております。ＩＴスキル標準というのは非常に良

い枠組みを提供されていますが、ではこのＩＴス

キル標準を現場で活用するにはどうすればいいか

ということについて協会では議論しております。

これは経済産業省やＩＰＡが継続してメンテナン

スしているＩＴスキル標準の内容を活用側で引き

取って、活用側の責任としてどの様に活用してい

くかということを真剣に考えながら、逆にこれを

活用者側からの提言として経済産業省やＩＰＡに

フィードバックしていこうと考えています。その

検討事項のひとつが、どの様な形でスキルを定義

していけば良いか、ということです。 

またスキル標準を活用するための次のキーワー

ドは完全に調達だと思っております。つまり調達

のために活用するにはどうすればよいか議論して

おります。調達について議論を行うと認定やスキ

ル評価の話題が出てきますが、これらについては

「では、認定を行いましょう」とすぐに実行でき

るわけではないので、検討当初からスキル定義の

議論を行い、それを踏まえた上で活用する側から

調達に使うのならどの様にスキルの評価を考えて

いけば良いか、制度としてはどう考えていけば良

いか、ということについて継続的に研究しており

ます。この様な活動の中でゴールはやはりＩＴス

キル標準を推進していきながらＩＴ技術者個人を

幸せにしていくことで、それを達成するために今

まで各企業が独自でやってきたことを集中化して

良いものを作って、業界全体で活用できるように

することを考えております。 

 
榊原：みなさまこんにちは。日本ＩＢＭの榊原と

申します。ＩＴアーキテクト委員会の主査を務め

させていただいております。ＩＴアーキテクト委

員会の活動ですが、当委員会はアプリケーション

スペシャリスト委員会とプロジェクトマネジメン

ト委員会に先駆けまして、昨年度から活動を始め

ております。昨年度は委員会を定期的に開催し議

論を重ねて、ＩＴスキル標準の見直しとＩＴアー

キテクト育成ハンドブックを作成しました。この

ＩＴアーキテクト育成ハンドブックというのは、

これからＩＴアーキテクトになろうとしている方

やＩＴアーキテクトを育成しようとしている方、

双方の立場にある方々に向けてメッセージを発し

ているものになっています。このハンドブックの

中で評判が良かったのは、ＩＴ業界の中でＩＴア

ーキテクトとして活動している方々に対して行っ

たインタビューです。実際にＩＴアーキテクトと

してどの様な活動をしてきたか、どの様なことが

機転になってＩＴアーキテクトという職種になっ

たかなど、様々なことをお聞きしたインタビュー

を一人当たり２ページ程にまとめました。これが

お陰様で好評を博しています。まだご覧になって

いない方は是非ＩＰＡのホームページからダウン

ロードしてご覧になってください。（http://www. 

ipa.go.jp/jinzai/itss/activity/ITA_handbook.pdf） 

今年度の活動は、昨年度の活動を継続して、３

つのワーキンググループに分かれて具体的な活動

を始めています。 

まずひとつ目はＩＴスキル標準や研修ロードマ

ップに対する改善の提案を行い、提案事項をまと

めるためのワーキンググループです。これはプロ

フェッショナル・コミュニティ委員会本来の大命

題と言いますか、ストライクゾーンでやっていま

す。 

ふたつ目は用語集の作成です。ＩＴスキル標準

には様々な職種がありますが、一番実態がわかっ

てそうでわかっていないというのがＩＴアーキテ

クトとではないかと思います。そもそも「アーキ

テクチャってなんですか。アーキテクトって何を

やる人ですか」という疑問に対し、アーキテクチ

ャ周辺の用語をきちんと定義するために、様々な

文献を調査したり、委員会にて意見交換を行った

りしています。 
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そしてみっつ目は本来ＩＴスキル標準というと

ころから逸脱するかも知れませんが、世の中見回

しますと、委員会やコミュニティなどと、ＩＴア

ーキテクトの集まりと銘打っているグループがな

かなかありませんでした。そこで、この委員会で

ＩＴアーキテクトのためになるものを作るという

趣旨でリファレンスアーキテクチャのワーキング

グループを立ち上げました。具体的にはエンター

プライズアーキテクチャやエンタープライズワイ

ドではなくても、個々のソリューションアーキテ

クチャを作る際の参照モデルとなるアーキテクチ

ャのセットを検討したり、テンプレートにまとめ

る作業をしております。現在ワーキンググループ

は非常に活発に活動しておりまして、少なくとも

１ヶ月に１、２回は集まって各々のワーキンググ

ループ作業を進めているところです。 

 

島本：アプリケーションスペシャリスト委員会主

査の島本と申します。宜しくお願い致します。ア

プリケーションスペシャリスト委員会は今年の５

月から立ち上がりまして活動を行っております。

現在は３つのワーキンググループにて具体的な作

業に入っているところです。 

まずはじめは改善指摘ワーキンググループです。

こちらは既存のスキル標準をどの様に改善してい

くべきかをまとめ、その改善事項を指摘、提言す

るための作業を行っています。 

次に育成ワーキンググループです。こちらはア

プリケーションスペシャリストをどの様に育成し

ていくべきかについて深く研究をしております。 

そして最後は評価ワーキンググループです。ア

プリケーションスペシャリストをどの様に評価す

るべきかという点について、ワーキンググループ

で検討を開始しているところです。 

しかしながらアプリケーションスペシャリスト

という職種は非常に定義が難しいと考えておりま

して、議論していても常にその点が悩みであるこ

とが多いのです。そうは言っても何かしら整理を

して、良い物を成果として出したいという意志を

持って諸活動を行っています。ちなみに現在、委

員会に参加しているメンバーが８名いますが、そ

のうち私も含め半分はユーザー企業のシステム担

当の方々です。システムを使うユーザー企業から

すると、ＩＴスキル標準についてまだぼんやりと

したイメージで捉えている方々が多いのではない

かと思います。その様な現状においてユーザー企

業に所属している者がメンバーに入っていること

はある意味無謀なことなのかもしれませんが、逆

に言えば調達をする時や業務を委託する際に、ユ

ーザー企業の視点からＩＴスキル標準をどの様に

使うことができるのかという点についてこの委員

会での議論を通して見えてくるのではないか、と

考えて活動している次第です。 

 

鈴木：島本さんありがとうございました。最後は

プロジェクトマネジメントです。 

 

向後：向後です。宜しくお願いします。プロジェ

クトマネジメント委員会では２つのワーキンググ

ループに分かれて活動をしています。 

ひとつのワーキンググループはＩＴスキル標準

及び研修ロードマップ改善ワーキンググループで

す。このワーキンググループではＩＴスキル標準

をプロジェクトマネジメントの実務部隊から見て

どのように改善していくべきか検討を行い、その

改善案を作成するグループです。 

もうひとつのグループはプロジェクトマネージ

ャ育成ガイドラインワーキンググループといいま

して、プロフェッショナルから見た目でプロジェ

クトマネージャを育成するためのガイドラインを

策定する活動を行っています。その具体的な検討

内容は、プロジェクトマネジメントに関する共通

認識の検討やキャリアパスの策定などです。さら

に各社のプロジェクトマネジメント認定制度を調

べまして、プロジェクトマネジメントの育成を支

援するための認定制度の提案も行う予定です。  

昨今プロジェクトマネジメントに関する様々な

ガイドブックや文献が出ておりますが、そこから

知識を習得することも確かに大事だと思います。

しかし基本的にプロジェクトマネジメントの場合
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は実践するということが大事だと思っております

ので、この点を強調しながらワーキンググループ

活動を行いたいと思っています。 

最近まで行ってきた主な討議の内容をご紹介し

ますと、まずプロジェクトマネジメントの定義が

挙げられます。この定義自体はＰＭＢＯＫ (A 
Guide to the Project Management Body of 
Knowledge)に書いてありますので特に異論を挟
む余地はないのですが、問題は実務におけるプロ

ジェクトマネジメントの役割や機能についてでし

て、この点に関してさらに議論を深めたいと思っ

ております。またプロジェクトマネジメントの業

務範囲やプロジェクトマネージャにはどの様な能

力が必要とされるかという点についても検討を行

っております。 

 

■プロフェッショナル人材を育成するには 
鈴木：榊原さんにお尋ねしますが、人材育成とい

う観点でＩＴアーキテクトを捉えた場合、テクニ

カルな部分以外の何か、例えば粘り強さというよ

うな特性が重要だ、ということを伺っていたので

すがこの点いかがでしょうか。 

 

榊原：粘り強さというのはＩＴアーキテクトに限

った話しではなく、全てのＩＴプロフェッショナ

ルに必要な話だと思います。ＩＴアーキテクトに

当てはめれば、忍耐力ですとか粘り強さですとか、

一回決めたアーキテクチャ上の判断を常に押し通

す気持ちの強さ、と言うことができると思います。

それをＩＴアーキテクトの仕事に結びつけてどの

様に発揮すれば良いか、委員会にて討議しており

ます。 

 
鈴木：アプリケーションスペシャリストは職種そ

のものの定義、活動領域が明確でないという問題

点が挙げられています。それを受けて、アプリケ

ーションスペシャリストのレベル毎にどの様なス

キルを身に付けて、どの様なことをやらなければ

ならないのかという点を明確にすることから委員

会ではアプローチされていると伺っております。

活動領域そのものは他の職種との兼ね合いがアプ

リケーションスペシャリストには特に多いと思い

ますので、その点を他の職種と意見交換を行いた

いとは思いませんか、島本さん。 

 

島本：その点についてはその様な形に繋がってい

けばいいなと思っています。議論を進めていく中

でアプリケーションスペシャリストがやるべき項

目を、コアなスキルと周辺スキルと大きくふたつ

に分けてマッピングしてみました。そうしたとこ

ろ、レベルが上がっていけばいくほど結局他職種

の領域に踏込まざるをえないようになってしまい

まして、例えばＩＴアーキテクトやコンサルタン

トという職種とは活動領域が重なる部分がどうし

ても出てきてしまいます。一方で専門技術を突き

詰めていくとＩＴスペシャリストと重なってきま

すし、リーダークラスになればマネジメント能力

が必要ですからプロジェクトマネジメントとも重

なってきます。つまりアプリケーションスペシャ

リストとしてのコアは一体何かということを明確

にして、さらには周辺スキルにはどの様なものが

あるのか確認し、他の職種とオーバーラップする

部分を整理し、整合性を取ることが今後必要にな

るのではないかと思います。 

 
鈴木：わかりました。向後さんにお聞きしたいの

ですが、向後さんは元々ＩＴが専門ではありませ

んでした。その様なＩＴを専門としない方がＩＴ

という業界に入ってきて、プロジェクトマネジメ

ントという仕事に従事することになったわけです。

私などは業界の動向を振り返った時、昔からプラ

ントの方がはるかに前を進んでいてＩＴは後から

ついてきたという印象があるのですが、その双方

を経験されているという点から何か違いを感じた

事はありませんか？ 

 
向後：非常に難しい質問なので答えるのも簡単に

は言えないと思いますが、実を申しますと、私は

元々化学を専門としておりました。それがなぜか

ＩＴ業界へ移ったのですが、私がこの業界に入っ
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た当初一番悩んだのは確かに技術の面です。特に

用語です。技術用語がわからないと相手の話もわ

からないですし、ましてや海外での仕事が多かっ

たので英語にも余計に苦労しました。 

また言葉がわかっても内容がわからなければど

うしようもないので、自分が勉強するしかないと

思いましたが誰も教えてくれないので独学で勉強

をしました。そんなことを行っている時にＪＩＣ

Ａ(国際協力機構)の仕事がきまして、ＪＩＣＡの電

気通信調査団の団長に任命されました。電気通信

調査団の団長と言いますと、いわゆる技術士第何

条第何項の技術士に相当する能力を持つこと、又

は相当する能力を持つことなどと書いてありまし

て、「私は電気通信なんて全然知らないのに大丈夫

だろうか」と思っておりました。そうしましたら

多方面から多くの専門家がそのプロジェクトに参

加してきまして、様々な技術指導を逆に受けなが

ら私が全体をマネジメントしていくということを

行っていくうちに「なるほど、こういうことか」

と思うようになりました。つまり「技術を知らな

くても理解する能力を持っていればできるんだ。

あとはマネジメントだけじゃないか」ということ

に気付きました。プロジェクトそのものに関する

ことはＰＭＢＯＫなどに書いてありますが、あれ

は基本的には単なる知識だと思っています。そう

いうものに加えてコンピテンシという、つまり人

間力とみなさんおっしゃってますけど、その様な

要素も大事なのかな、という気がしています。そ

の意味ではアプリケーションスペシャリストやＩ

Ｔアーキテクトの方もマネジメントをできる素養

があればいつでもプロジェクトマネージャになれ

ます。ただそういう素質がないとどうしようもな

い、ということです。言ってみれば、よくオタク

という言葉がありますがそういう方は無理だと思

います。良い答えになっているかどうかわかりま

せんが、今申し上げたようなことをやってきまし

た。 

 

鈴木：わかりました。向後さんの経歴はＩＴでは

ない分野の出身ということで特にお伺いしてみま

した。みなさまにお伺いしますが、人材を育成と

いう観点で捉えた時、何が個人として必要なのか、

また育てる側、育てられる側においてどの様なこ

とが大切なのか、ということをみなさまの個人的

な意見で結構ですのでお聞かせ頂きたいと思いま

す。 

 
高橋：今日はざっくばらんな話をして良いと許可

をもらっておりますので日頃言えないことをお話

しようと思っています。私はずっと技術畑を歩い

てきましたので、人材育成や人材開発といった業

務に携わったことがありませんでした。ただ現場

にいた頃何が問題だったかと言うと、それは自分

自身のことがわからない、自分は一体どの様なこ

とを行っていくのかわからない、ということでし

た。自分が会社の中におけるポジションですとか、

何をしているかというのはわかりやすいのですが、

ただ考えてみるとそれは会社の中、企業の中だけ

のスペシャリストであって、非常に狭い、限られ

た世界になってしまいます。万一、会社を飛び出

していこうと思っても、自分にどれくらいの価値

があるかわからない限り非常に不安で、しかも周

囲の人間を見ると自分よりあらゆる面で優れてい

るように見えるのです。そのため、このまま目標

やゴールもなく、ただ漠然と会社にいるだけでは

うまく自分が成長できないのではないかと思いま

した。ゴールがわからないのに今何をしていいか

なんてわかる訳がないですね。その様な状況の時

にスキル標準が発表されたことによって、これを

活用すれば自分のゴールが明確になるのではない

だろうか、と思いました。会社の中でどうかでは

なく、このＩＴ関連のエリアの中で、自分のバリ

ューはどこにあるのかをしっかり考えなければい

けません。例えばＩＴアーキテクトのレベル７は

この様に定義されていて、それを達成する為には

短期的には何をするべきか、また長期的には何を

するべきか、ということが非常にわかりやすくな

ったと思います。ＩＴスキル標準はこの様に使わ

なければいけないのではないか、ということです。 

最近、人事制度に取り入れるにはどうすれば良
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いですか、とよく聞かれますが「それは違うでし

ょう」と答えたくなります。人事制度に取り入れ

るのは非常に良いことですがそれは手段であって、

ＩＴスキル標準というものは人材育成が目的のフ

レームワークです。手段であることを目的とする

と、非常に大きな危険が伴うことになります。つ

まり企業としてどこへ行き、数年後にはどの様な

ビジネスモデルを展開しているのかを構想し、ま

た現状における自社の人材分布状況がどの様にな

っているのかを把握していない限り、人事制度の

導入まで辿り着かないと思います。まず会社とし

てどこが強くてどこが弱いのか、その強みを伸ば

し、弱みを補うためにはどの様に人材育成をすれ

ば良いか、その中で人材戦略の一環として人事制

度を考え、人材戦略に沿って評価を与える、この

様なことを考えることが重要なのではないかと思

います。 

 
榊原：難しいのは育つ側だと思います。エンジニ

ア自身が常に高いモチベーションを維持すること

は非常に難しいことです。つまりモチベーション

を保つことも能力のひとつとして捉えることがで

きるのではないでしょうか。モチベーションを保

つきっかけは何でも良いと思います。例えば身近

に凄い先輩がいて、その人をロールモデルとして

自分も先輩の様になりたいと思ったり、あるいは

逆に反面教師がいて、あんな人にはなりたくない

と思ったり、様々なきっかけがあると思います。

言うなれば自分の腕を磨くために何をモチベーシ

ョンとするかを発見できるかどうか、ということ

が大切です。 

育成する側の問題としては、そのきっかけを与

えてあげなければならないということです。これ

が非常に大きくて、きっかけを与えるということ

はどういうことかと申しますと、例えばその人に

対するキャリアパスを先々まで考え、どの様に指

導するか、またそのキャリアパスを考えた上でど

の様な育成プランを立て、どの様な研修を受けさ

せたり、どの様なプロジェクトにアサインしてあ

げたり、またどの様な経験を積ませてあげるか、

など様々なことを検討しなければなりません。そ

の様な場合、「君は入社何年目だからこういう研修

コースに出なさい」などとお仕着せの研修コース

に出してやるのではなく、オーダーメードでプラ

ンを考えてあげるような仕組みがないと難しいと

思います。さらに申し上げるとオーダーメードで

考える時は共通の尺度がないと難しいわけですか

ら、それこそＩＴスキル標準を活用するべきだと

思います。ＩＴスキル標準の中でもエントリレベ

ルからミドルレベルになるまでの方々は、知識教

育である程度満たされる部分があるということは

言えると思います。まずは知識を身に付け、その

後序々に経験を積んでいくということです。それ

に対しハイレベルの方々となると、もう研修コー

スや知識教育ではスキルが得られない部分が大き

くなっていますので、自分と同等かそれ以上の

方々と一緒に切磋琢磨するため、世間一般にある

ようなコミュニティに参加して、社外にいる自分

と同じような立場の人と付き合ってみる、という

ことが大切ではないかと思っております。もちろ

ん同じような立場でなくてもいいのですが、閉じ

た世界から出て、外の世界に触れることによって

自分は何が足りないか感じ取る、この様なことが

必要だと考えております。そしてそれを後押しし

てあげるのが育成する側の責任だと思います。 

 

島本：特にユーザー企業のシステム部門という形

でお話しすることになってしまいますが、最近よ

く「ユーザー企業のシステム部門は弱体化してい

る」ですとか「非常に情けない存在である」など

と言われることが増えてきているようですが、あ

る意味事実だと思っております。現在はいわゆる

企業のユーザー部門が直接ベンダーに発注できる

環境もありまして、ユーザー企業におけるシステ

ム部門の存在意義がどんどん薄れているというと

ころがあります。しかし実は存在意義というのは

あるはずです。と申しますのはやはり自社のビジ

ネスを知っていて、なおかつＩＴも理解できる人

材はやはり企業内にいなければならないからです。 

これは国領二郎先生の著書である『オープンア
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ーキテクチャ戦略』の中で表現されている「購買

代理」という役割を、ユーザー企業の情報システ

ム部は担っていかなければならないということで

す。そこでもっとも必要なスキル、要素というの

は目利き力ではないかと私は考えています。その

技術が自社のビジネスにフィットするかどうか見

極める力です。一言で言ってしまうと非常に簡単

ですが、これは非常に難しいことです。それを培

っていくためにはどうすれば良いかということを、

ユーザー企業のシステム部門が考えなければなら

ないと思っています。単に知識だけではダメです

し、もちろんヒューマンスキルやコンセプチュア

ルスキルも合わせてバランスよく取っていかなけ

ればならない。その点がやはり重要だと感じてい

ます。 

 

■プロフェッショナルを目指す 
鈴木：みなさんが今の地位、立場を築くまでには

様々なことを経験されていると思います。よろし

ければ少し詳しくお話しいただけませんでしょう

か。 

 
高橋：私は元々コンサルタントでして、上流工程

のシステム分析の部分が一番得意でした。しかし

ながら会社から得意分野でないことについて指令

を受け、対応せざるを得なかったことも多々あり

ました。例えば、サポートサービスの責任者にな

ってくれ、と辞令を受けたことがあります。この

サポートサービスという仕事は非常に辛いもので

して、その様な状況でエンジニアのモチベーショ

ンをある一定の高いポイントまで上げて、継続さ

せることは非常に大変なことです。その様な部門

を任されたからには、当然自分もある程度技術力

がないといけません。何もわかってないエンジニ

アの上司というのは往々にして部下からバカにさ

れてしまいますから。つまりある程度は自分が何

を理解していなければならないのか考える必要が

ありました。 

これは会社の一員であれば当然組織ビジネスな

ので、やれと言われたら当然それに従わなければ

ならないと思っておりました。しかしながら「研

修ビジネスをやれ」と言われた時は私にとって一

番「もうこれはダメだ」と思った瞬間でした。研

修ビジネスというのは私にとって後方部隊という

イメージが強かったものですから、研修ビジネス

をやれ、と会社に言われた時は「もうお前は完全

に第一線ではないよ」と言われたと勝手に思い込

んでしまいました。しかし実際に事業を遂行して

みると非常に面白いということに気が付きました。

研修ビジネスは人を育てるということですが、そ

れがいかに面白いということかわかったのです。

確かにきっかけは「やれ」と言われたからであっ

て、最初は嫌々ながらでしたが、最終的には達成

感もあり非常に勉強になりました。 

冒頭申し上げました通り、やはりエンジニアと

いうのは自分がどこにいてどこに行くか、という

ことを常に考えなければならないと思っています。

そこにＩＴスキル標準が出てきたということはエ

ンジニアにとってわかりやすい指標が完成したな、

と感じずにはいられませんでした。そのとたんに

今までやってきた研修やコンサルタントやサポー

トサービスなどで得ることのできた実績、経験が

私の中でひとつになりました。このＩＴスキル標

準を普及させることが私にとっても非常にプラス

ですし、ＩＴスキル標準を推進していくことに私

が貢献できるのなら幸いだと思っております。私

にとってＩＴスキル標準は私自身のやりがいを発

見し、自分のゴールを発見し、今何を行えばよい

のかということを気付かせてくれました。 

 
榊原：もう時効ですので白状してしまいますが、

その昔、朝の９時から翌朝の５時まで仕事をして

おりまして「９時５時」などと言われていたので

すが、そんなことを半年程行って、毎日プログラ

ムを組んではダンプリストを出しデバックして、

最終的にはうたた寝している夢の中でも１６進数

でデバッグするなど、ある意味病んだ世界にはま

っておりました。ところがある日、ふと「この仕

事を行っていてもシステムが大きすぎて、俺一人

ではどうもよくわからない」と思ったのです。少々
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むなしくなりまして、そこでもう少々規模の小さ

いシステムに最初から携われることができるプロ

ジェクトへ入れて下さい、と会社にお願いをして

みました。すると地方銀行さんで新プロジェクト

が始まるという話がありまして、規模はそれでも

大きめなのですが以前のプロジェクトよりは若干

小さく、しかも最初の要件定義のところから参加

できるということでそのプロジェクトに移らせて

もらいました。そうしましたところ、あろうこと

かその時の上司がとんでもない男でして、お客様

に入社２年目の私を「オンラインの専門家として

プロジェクトに入れた」と紹介してしまいました。

これにはさすがに困りまして、死ぬ思いで勉強を

しました。結局そのお客様とは３年ちょっとプロ

ジェクトでお付き合いをさせてもらいましが、そ

の間様々なことを勉強させていただきました。こ

の経験は今でも私の財産になっていると思ってい

ます。 

もうひとつ転機があったのですが、ある日、私

が作った簡単なリポジトリーのシステムを私の友

人があるお偉いさんにデモを行いました。あるお

偉いさんと言うのは、実は私の今の部署の取締役

なのですが、「これは優れたシステムだ」と評価し

てもらいまして、「これを開発したの誰だ」「机３

つぐらい向こうに座っているあいつです」「よしよ

し俺の部署に連れてくるんだ」ということで異動

することになりました。それから様々な技術的施

策を考え、私自身でプロジェクトを興して全社で

展開するなど、思う存分行わせてもらいました。

これは偶然な出来事があったということもありま

すが、私をバックアップしてくれる、つまりメン

タリングしてくれる人を見つけることができたと

いうことが私にとって非常にラッキーだったと思

っています。 

 

島本：私が第二電電に入社したのは１９８８年な

のですが、当時は社員が６００人程で、今から通

信事業を始めますよ、というような状況でした。

私の田舎では「第二電電って何？」という世界だ

ったのですが「面白そうだからやっちゃえ」とい

う感覚で、社員が少ないと早く偉くなれるかな、

など考えたり、実はその様な軽い考えもありまし

た。今や１万人規模の会社になってしまいまして、

当時考えていたことと思惑が違ってきてしまった

なと思っているのですが、元々そんな発想で面白

そうなことは何でも興味を持ってみたいと思って

いましたし、実際この好奇心が今日の私を形成し

たと思います。 

また、やはり最後は「人が重要だな」と思うこ

とがありまして、人と話をすれば面白いし、何か

問題があっても直接話せば解決できます。私は

常々「最後は人だな、人は面白いな、でも人は難

しいな」と感じることがよくあります。これはシ

ステム開発の現場だけではなく、様々な局面であ

りまして、その様なところから人材育成や教育、

研修というところに何かしらの影響を与えている

のかなと感じることがあります。 

 
向後：先程お話した通り、私は最初からプロジェ

クトマネージャではありませんでした。最初はボ

イラー設計のような仕事に従事しておりまして、

いわゆる専門家でした。しかし仕事をこなしてい

くうちに技術は３年も学べば十分と思いまして３

つ程の専門工学をマスターしました。９年程経っ

た頃にはもっと広い分野を経験したいと思うよう

になり、自ら志願して国際事業本部という部署に

移りました。そこで初めて様々な分野の仕事が重

なりあったプロジェクトを担当させてもらったと

いうことです。その当時はプロジェクトエンジニ

アという担当でしたが「広い分野だな、面白いけ

ど大変だな、勉強しなきゃいけないな」と感じま

した。あのころと言っても３０年以上も前の話で

すのでＩＴの世界にはまだプロジェクトマネジメ

ントなんて影も形もなかったと思いますが、その

様な時代からプロジェクトマネジメントに関する

仕事を行っておりました。私自身はどの様に育っ

てきたかと申しますと、独力で頑張ってきたとい

いますか、特にプロジェクトマネジメントの場合

は先輩の背中を見て育っていく、言葉は悪いので

すがいわゆる徒弟制度の方法しかないのかな、と
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考えておりました。 

また自分自身でチャレンジをしていくというこ

とが大事だと思っています。よくＫＫＤ（勘、経

験、度胸）が必要だといいますが、私はＫＫＫＤ

とひとつＫ（ナレッジ：Knowledge）が抜けてい

るのではないか、ということでＫＫＫＤと言って

おります。すなわち次のステップに進んで挑戦し、

そこで成功して達成感を得て、喜んでまた次のス

テップに行く、人が育つということはこの様なこ

となのかなと思っています。 

 

鈴木：みなさまの話を聞いていると、やはり実力

が十分かどうかは別としても、興味がありそうな

ことにどんどん飛び込んで行き、克服することに

よって成長することができる、というように感じ

ます。 

 

■ＩＴスキル標準に対する提言 
鈴木：みなさまはＩＴスキル標準に関する様々な

提言をＩＴスキル標準センターにフィードバック

していただく役割を担っていらっしゃいます。そ

こで、ＩＴスキル標準で何か「こういうところが

あったら良い」ですとか「こういうところが欠け

ているのではないか」など、みなさまの個人的な

ご意見で結構ですので一言ずつお願いできればと

思います。 

 
高橋：私が一番初めにスキル標準を見た時の印象

ですが、このフレームワークは使えないと思いま

した。理由はこんな縦割りに仕事をしていない、

こんなに専門分野ごとに仕事をしているなんてあ

り得ないと思ったからです。ある場合はセールス

をしたり、ある場合は設計をしたり、ある場合は

コーディングをしたりということをやってきまし

たので、あのように綺麗な体系にはならないとい

うことです。つまり実際に行っている仕事と内容

は違いますし、その仕事内容について実際に仕事

をしている企業のように分けていくと何千種類、

何万種類と膨れあがってしまいます。そうなると

もう標準とは言えなくなるのですが、しかしＩＴ

スキル標準は私の解釈は、標準として使うことに

意味があると思っております。「みんなで使うと決

める」ということです。その上で内容を良くして

いかなければならないのではないかと思います。

やはりＩＴスキル標準を見て、わからないから単

純に批判して「こんなもの使えないよ」と言って

終わっている会社もありますが「そうじゃないで

しょう」と言いたくなります。ひとつの企業内で

スキルズインベントリを作るなど、仮にＩＴスキ

ル標準と同じ様な仕組みを独力で作ろうとした場

合、やはり何千万円という費用がかかります。こ

の点からも、やはり経済産業省やＩＰＡがＩＴス

キル標準を作ってくれたことは高く評価すべきで

す。ＩＴスキル標準を「標準」として活用すると

いうことをまず決めて、今度はそれをうまく活用

するのは使用する側の責任だと思います。例えば

イギリスのＳＦＩＡ(Skills Framework for the 

Information Age)は国が作ったのではなくて、実際

に活用する側からの必要に迫られて出てきている

わけです。そういった内容を逆に国が使用してレ

ビューする形になっています。不幸なことに日本

では民間からこうした動きが出てこなかったため

まず国が策定しましたが、これを「ああでもない、

こうでもない」というのは非常におかしな話で、

この様な指標を潜在的に必要としていたのは活用

する側、民間企業側だったのですから、民間側が

これを使うということをきちんと決めて、内容を

良くしていくべきです。ＩＴスキル標準は我々の

ものだと認識して、前に進むことが非常に重要だ

と思っています。 

 
榊原：今の話を聞きまして、あの様に縦割りで仕

事をしてない、というのは確かにその通りだと思

います。私の会社でも様々な職種に分類されてい

ますが、その通りの仕事ができているかというと

そうではありません。但し、自分がどこに軸足を

突っ込んでいるかということを明確にするという

ことでは意味があって、小さいプロジェクト、少

ない人数でしかも短期間で行うプロジェクトです

と何でもやらなければなりません。ＩＴアーキテ
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クトがプロジェクトマネジメントの役割を担った

り、コンサルティングを行ったりと、その役割は

様々です。それに対して大きなプロジェクトです

と、大人数となりますので役割分担が細分化され、

明確になってきます。もちろんコンサルティング

やチームのマネジメントみたいなことをやらなけ

ればならない時期もあると思いますが、その比率

というのは小規模プロジェクトと比較して非常に

少なくなって、ＩＴアーキテクトはアーキテクチ

ャを作るという仕事を行う比重が高まってくると

思います。ビジネスのコントラクト（契約状況）

によって変わってくる話ですので、全てをＩＴス

キル標準に吸収させるというのは難しいだろうと

思いますが、それよりは自分の軸足をしっかり持

ち、複次的な仕事はそれとして認識しながら仕事

を行います、とどこかに明記したほうが良いので

はないかと感じます。 

また個々のレベル分けを意識するあまり、ある

企業にとっては非常に実現不可能なレベル分けと

なってしまう場合があります。例えばレベル７な

どのハイレベルではこれぐらいの規模のプロジェ

クトを実現した経験を持っていること、と記述さ

れています。そうしますとその様な契約を結べな

い企業にはそれ相当なレベルの人材がいないのか、

ということになります。もしかしたら本当にいな

いのかもしれませんが、規模ではなくてもっと複

合的な条件、複雑性、小規模だけれども先進的な

システムを開発したなど、もっと多角的な見方を

加えるべきだと思います。さらに育成の指針を明

確にしていくべきで、特にハイレベルの技術者に

なると同じ職種同士でメンタリングを行うしかス

キルを向上する策がないと思います。しかしその

ことについては実はどこにも記述されておりませ

ん。私の希望としてはハイレベル人材のスキル向

上策について明確に書いて欲しいと思っておりま

す。 

 
島本：高橋さんと榊原さんがおっしゃっています

けど、やはりこれをどう使うかということが非常

に重要だと思っております。我々はこの様な指標

を示されると「ああそうなんだ、これ使わなきゃ、

このまま使わなきゃ」と思い込んでしまうのです。

でもこのまま使う必要はなくて、あくまでもＩＴ

スキル標準をベースに自社の人材を評価する時に

どの様に使うか、協力会社を調達するときにどの

様に使うか、などと考えて活用していけばいいわ

けですし、さらに「共通の物差しとして活用する」

とよく言われますけどその様な使い方もできると

思います。つまり考えてもっと使おう、というこ

とを意識する必要があると思いますが、そこがま

だ十分アピールできていないように思われます。

今後どの様にＩＴスキル標準をアピールしていく

か、そこが非常に重要な課題ではないかと思って

います。 

内容に関しては、知識と経験との二軸で能力を

計ろうとして作成されておりますが、そこが非常

に複雑に絡み合ってしまっていて、非常にわかり

づらくなっている部分があります。少々極論では

ありますが、この点をもう少しすっきりと分けて

しまって、完全に二軸にしてしまっても良いので

はないかと思います。そうすることによって例え

ばユーザー企業が利用する場合に、知識はレベル

４だが経験はレベルの高い人が欲しということで

あれば、その条件に該当する技術者に来てもらう

ことができるわけです。ひとつの軸だけに無理や

り執着させるのではなくて、活用のバリエーショ

ンはもっと広がる可能性があるのではないかとい

うことで、今後アプリケーションスペシャリスト

委員会で検討をしていきたいと思っています。 

 
向後：私もみなさんの言うとおりだと思います。

プロジェクトマネジメントを見ますと内容は若干

違うと思いますが、何をベースにしてレベルを決

めていくか、例えばネットワーク系のレベルとシ

ステム開発のレベルが同じ４だと言っても内容は

全く違うと思います。その辺りをどのように整合

性を取るかということが課題ですが、非常に難し

いことだと思います。必然的に一番わかりやすい

のは当然プロジェクトの規模になると思われます

が、この規模にしても企業規模によっても変わっ
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てきますし、仕事の特性や環境によっても変わっ

てきます。様々な要因が入ってきてしまうのでそ

の点をどの様に見ていけばよいか、正直に申し上

げて悩みどころです。その様な意味ではＩＴスキ

ル標準に書かれてる内容そのものを他の側面から

見たらどうかと、既にこれはプロジェクトマネジ

メント委員会の中でも議論をしております。今後

この点を詳細にワーキンググループの中で議論し

ていきたいと思っておりますので、その結果をお

待ち頂ければと思います。 

 

鈴木：はい、わかりました。 

 
榊原：一点よろしいですか。ＩＴスキル標準の話

題になるとよく公的な認定に関する話題になりま

す。ＩＴスキル標準を絡めて言わせていただくと、

これは個人的な見解ですが、ＩＴスキル標準をベ

ースとした評価の軸がはっきりしないうちは、公

的な認定制度を導入するべきではないと思ってお

ります。先程「様々な見方を入れてほしい」です

とか、島本さんから「知識と経験について複雑に

なっている指標をシンプルに改善してほしい」と

お話がありましたが、その辺りのコンセンサスが

取れないうちに認定制度を導入してもうまく機能

しないだろうと思います。もしレベルの認定を現

段階で行ったとするとレベルを判定する軸がずれ

ているため、いわば「お墨付きを貰ったでたらめ

な人材」が急増することが予想されます。認定制

度については今後慎重に議論を重ねて行きたいと

思っております。 

 
向後：私は少し違う意見を持っておりまして、認

定制度そのものは構わないのではないかと思って

おります。ただ認定する「人」が問題で、認定で

きる人が十分に育ってないのに認定制度を作るの

は問題ではないか、ということについては私も同

意します。では認定ができる人とはどういう人な

のか。例えば、その企業に属していない第三者が

判定をすることや、プロジェクトマネジメント委

員会には優秀なプロジェクトマネージャがいます

のでその委員が各企業に赴いて評価するなど、仮

の話ですがこのようなことも必要になってくるの

ではないかなと思っています。つまりこの認定を

する人をどの様に育てていくべきか、ということ

も考えていかなければならないのではないかと私

は感じています。 

 
高橋：ひとつだけ申し上げたいことがあるのです

が、私は様々なＩＴ企業をまわって痛切に感じて

いることがあります。それはＩＴスキル標準が発

表されて２年近く経つのに、まだわからないと言

われる企業が多いということです。もっと自分自

身の問題として考えてほしいと思います。理解す

る為の手段としてはＩＰＡやＩＴＳＳユーザー協

会にアプローチするなど、様々な方法があります。

是非自ら積極的に理解することを考えていただか

ないと、前に進めないと思います。これはもう私

の実感です。「与えてくれ」ではなく、どんどん突

っ込んで来ていただきたいと思っています。もし

このスキル標準が普及しないとＩＴサービス業界

にとって大変なことになると思っています。是非

宜しくお願いします。 

 

鈴木：それでは本日はこれにて終了とさせていた

だきます。どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


